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11月は美化推進月間です!
ー
清
潔
で
美
し
い
ま
ち
ー

そ
れ
は
私
た
ち
だ
れ
も
が
願
っ
て
い

る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
分
の
家
と
同
じ
よ
う
に
、
自
分

た
ち
の
住
む
ま
ち
も
き
れ
い
に
し
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
ま
ず
一
人
ひ
と
り
が
マ
ナ
ー
を
守
り
、
「
自
分
た
ち
の
手

で
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
」
と
い
う
強
い
意
志
を
持
っ
て
行
動
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
家
族
で
、
職
場
で
、
学
校

で
、
「
ま
ち
の
美
化
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

見
え
て
い
ま
す
か
?ま
ち
の
ご
み

▲ ド ラ イバ ーの皆さ ん、
ご みを 捨てな いで! ! 　(

足立流通センター・舎人公園付近)

「
ご
み
は
持
ち
帰
る
の
が
基
本
」と

な
っ
た
現
在
、
ま
ち
か
ら
ご
み
箱
が

消
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
空
き
缶
・
空

き
瓶
は
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
、
犬
の
ふ

ん
な
ど
の
始
末
は
飼
い
主
が
す
る
、

こ
の
よ
う
な
当
た
り
前
の
ル
ー
ル
が

ま
だ
守
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
1
人
が

捨
て
る
と
み
ん
な
が
捨
て
て
「
ご
み

が
ご
み
を
呼
ぶ
」
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
ま
ち
を
き
れ
い
に
し
ま

し
ょ
う
。

‥
ま
ち
美
化
Q
&
A
‥

Q

足
立
区
に
は
、ま
ち
の
美
化
に

関
す
る
条
例
は
あ
る
の
?

A

あ
り
ま
す
。

ま
ち
の
美
化
は
、
一
人
ひ
と
り
の

モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー
の
問
題
と
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
マ
ナ
ー
の
守
れ
な
い

人
が
増
え
て
い
ま
す
。「
ま
ち
を
き
れ

に
し
て
欲
し
い
」
と
い
う
区
民
や
議

会
か
ら
の
要
望
に
よ
り
、
1
0年
4
月

に
「
足
立
区
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る

条
例
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

Q
「
足
立
区
ま
ち
を
き
れ
い
に
す

る
条
例
」
で
は
、
ど
ん
な
こ
と
が
禁

止
さ
れ
て
い
る
の
?

A

空
き
缶
、
た
ば
こ
の
吸
い
殼
、

紙
く
ず
な
ど
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
、
犬

の
ふ
ん
な
ど
の
放
置
が
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。こ
れ
に
違
反
し
た
場
合
は
、

罰
則
の
適
用
も
あ
り
ま
す
。

Q

歩
き
な
が
ら
の
喫
煙
は
、
ど

う
し
て
い
け
な
い
の
?

A

歩
行
中
の
喫
煙
は
、
小
さ
な

子
ど
も
に
や
け
ど
を
負
わ
せ
た
り
、

服
の
焼
け
焦
げ
な
ど
の
事
故
も
起
こ

っ
て
お
り
大
変
危
険
で
す
。
副
流

煙
に
よ
る
健
康
被
害
も
考
え
ら
れ
、

吸
わ
な
い
人
に
と
っ
て
も
迷
惑
で

す
。そ

の
た
め
、
歩
行
中
の
喫
煙
を
禁

止
す
る
自
治
体
も
出
て
き
ま
し
た
。

足
立
区
の
条
例
で
は
、「
歩
行
中
の

喫
煙
を
し
な
い
よ
う
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
モ
ラ
ル
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

Q区
で
は
ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て

い
る
の
?

A
区
で
は
、主
に
次
の
よ
う

な
啓
発
活
動
、
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。

▽
町
会
・
自
治
会
、
青
少

年
対
策
地
区
委
員
会
な
ど
が
合
同

で
行
う
「
地
域
清
掃
活
動
」
に
対

す
る
清
掃
用
具
の
助
成

▽
美
化
推
進
月
間
の
主
要
4
駅
に
お

け
る
、
清
掃
活
動
と
美
化
推
進
駅

頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

▽
北
千
住
美
化
推
進
地
域
に
お
け
る

清
掃
活
動
支
援

▽
区
内
小
・
中
学
校
を
対
象
に
美
化

啓
発
用
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の

実
施

▽
そ
の
他
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
お
け

る
啓
発
グ
ッ
ズ
の
配
布

▽
ポ
イ
捨
て
・
犬
の
ふ
ん
な
ど
に
困

っ
て
い
る
方
に
、
啓
発
用
プ
レ
ー

ト
を
交
付

私たちも頑張っているよ!

ま
ち
の
美
化
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
は
、

地
域
活
動
支
援
係
へ

(
3
8
8
0
)
5
8
5
6

入選作品が決定!
美化推進ポスターコンクール

区内の小・中学校より、676点もの多数の応募があり、
厳正な審査の結果、40点の入選作品が決定しました。
入選した作品は11月18日から27日の間、区役所1 階区民

ロビーに展示します。また、最優秀作品は、啓発用ポスタ
ーとして、区内の各駅や区の施設などに掲示してポイ捨て

禁止を広く呼びかけていきます。ぜひご覧ください。

△ 最優秀賞・小学生の部
祖明道君(千寿第八小)

△ 最優秀賞・中学生の部
田村美紀さん( 第十四中)

鎌倉市の美化プログラム
を学びに行きませんか

「あしたの足立をつくる区民協議会」で
は、まちの美化に関する事業も積極的に行

っています。今年度は、「アダプト・プロ
グラム」という新しいまちの美化システム
をいち早く取り入れた鎌倉市を訪問し、

「鎌倉アダプト」の勉強と、鎌倉散策を行

います。皆さんも一緒にいかがですか。
(あしたの足立をつくる区民協議会主催)
日時等=12 月12日(木)、午前7 時30分、区
役所ロータリー集合 コース= 鎌倉市役所

→由比が浜海浜公園→若宮大路→昼食→鶴
岡八幡宮( 自由参拝)→建長寺( 自由参拝)
費用=3 千円(バス代・昼食・お土産付き)
定員=30 人程度( 多数の場合は抽選) 申
込= 往復ハガキに、申込人数分( 1 枚につ

き4 人まで)の氏名、住所、電話、「美化
についてひと言」を明記 期限=11 月25日
必着 申・問先= 地域活動支援係
〒120・0863 中央本町1- 17- 1

3880- 5856
※ アダプト・プログラムとは?
道路などの一定区間を、特定の個人・住

民団体や企業が、責任を持ってその区間の

清掃を担当する、という美化システム。

犬の飼い主の皆さんへ
最近、犬のふんに関する苦情が急
増しています。家の前でなければい

い、植え込みの土の上ならいい、と
いうのは間違いです。犬のふんなど
は飼い主が持ち帰って処理するもの
です。それが最低限のマナーだと思

いませんか。ペットブームの今、あ
なたのマナーが見られています。

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド

4
・
5
面
▽
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て

い
ま
す
/
郷
土
博
物
館
か
ら

6
・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/

掲
示
板

8
面
▽
▽
▽
確
か
な
学
力
の
定
着
/
ス
ケ
ッ

チ
あ
だ
ち

情報キャッチ! !
好きです。あだち

11月11日～17日
午前9時30分/ 午後O時30分/
午後9時30分
ケーブルTV 足立( 9CH)

◎ 区の木…さくら　/区の花…チューリップ
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保

健

福

祉

ガ
イ

ド

定員に先着順
とあるものは
11 月12 日
から受け付け

2・3面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880- 5111( 代)
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パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

講
演
会
&
音
楽
交
流
会

音
楽
は
自
律
神
経
を
ほ
ぐ
し
ま

す
。
リ
(
ビ
リ
と
し
て
日
常
生
活
の

中
に
歌
を
取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん

か
。
一
緒
に
歌
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
=
1
1
1
1
一
月
2
2
日
窗
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
場
所
=
竹
の
塚
福

祉
館

内
容
=
病
気
の
話
と
音
楽
療

法
の
実
際

講
師
=
山
崎
浩
氏
(
音

楽
療
法
士
)
ほ
か

定
員
=
9
0人
(
先

着
順
)

申
・
問
先
=
竹
の
塚
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1
0

お
口
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー

(
3
日
制
)

口
を
さ
わ
や
か
に
し
て
、い
い
歯
・

い
い
息
・
い
い
笑
顔
を
め
ざ
し
ま
せ

ん
か
。
日
時
等
=
表
I

定
員
=

3
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話
ま
た

は
直
接
窓
口
へ

場
・
申
・
問
先
=

竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
歯
科
保

健

　
(
3
8
5
5
)
4
1
5
4

表1　 お口の健康セミナー日程等

※ いずれも時間は、午前10時～正午
乳
が
ん
手
術
後
ま
も
な

い
方
の
交
流
会

乳
が
ん
手
術
後
は
不
安
が
い
っ
ぱ

い
で
す
。
同
じ
体
験
者
と
と
も
に
情

報
交
換
や
語
り
合
い
、
交
流
を
し
ま

し
ょ
う
。
日
時
=
H
月
2
9
日
窗
、
午

後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
対
象
=

区
内
在
住
の
乳
が
ん
術
後
ま
も
な
い

方
(
特
に
術
後
期
間
は
問
い
ま
せ
ん
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
千

住
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

腰
痛
肩
こ
り
バ
イ
バ
イ

ス
ク
ー
ル

日
時
=
一
H月
2
2日
窗
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
内
容
=
腰
痛
二
層

こ
り
の
改
善
を
め
ざ
し
、
自
分
で
も

で
き
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
学
べ
ま
す

講
師
=
笠
原
基
夫
氏
(
腰
痛
肩
こ
り

改
善
セ
ン
タ
ー
ヘ
ル
ス
ト
レ
ー
ナ

古

定
員
=
5
0人
(
先
着
順
)

申

込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
東
和

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

「
女
性
の
た
め
の
健
康
づ

く
り
」～
き
ょ
う
か
ら
実

践
!
健
康
づ
く
り
～

生
活
習
慣
病
の
予
防
に
は
、
若
い

と
き
か
ら
正
し
い
生
活
習
慣
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
日
時

等
=
表
2
対
象
=
区
内
在
住
、
1
8
～

3
9歳
の
女
性

内
容
=
健
康
学
習

講
座
/
健
康
チ
ェ
ッ
ク
(
血
圧
測
定
、

血
液
検
査
、
歯
周
病
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
、
骨
密
度
測
定
な
ど
)
/
健
康
教

室
/
保
健
、
栄
養
、
歯
科
に
つ
い
て

の
相
談

定
員
=
各
4
0人
(
抽
選
)

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名

フ
リ
ガ
ナ
、
生
年
月
日
、
年
齢
、
電

話
番
号
、「
女
性
の
た
め
の
健
康
づ
く

り
」
と
し
て
受
講
希
望
日
、
場
所
を

第
2
希
望
ま
で
明
記

期
限
=
‥
1
1
月
2
5

日
必
着

申
・
問
先
=
成
人
保
健

係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
I

ム
n
-
I

表2　 女性のための健康づくり日程等( 2 日制)

※ 受け付け時間などくわしくは、返信ハガ牛でお知ら
せし ます

マ
タ
ニ
テ
ィ

ク
ッ
キ
ン
グ

食
生
活
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
と
一
緒

に
、
加
工
食
品
を
上
手
に
取
り
入
れ

た
料
理
を
作
り
ま
す
。
日
時
=
H

月
2
8
日
困
、
午
後
2
時
～
4
時
内

容
=
妊
娠
中
に
必
要
な
栄
養
の
話
/

料
理
実
習
/
試
食

場
所
=
エ
ル
・

ソ
フ
ィ
ア

定
員
=
2
5
人
(
先
着
順
)

費
用
=
3
0
0円(
材
料
費
)

持
ち
物
=

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・
ふ
き
ん
・

筆
記
用
具

申
込
=
電
話

申
・
問

先
=
中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

保
健
栄
養
係

(
3
8
8
0
)
5
3
5
5

こ
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ

日
時
=
1
1
月
3
0
日
出
、
午
前
1
0
時
～

午
後
O
時
3
0
分
場
所
=
花
畑
地
域

学
習
セ
ン
タ
ー
対
象
=
小
学
4
年

生
～
中
学
生
内
容
=
野
菜
た
っ
ぷ

り
の
簡
単
な
料
理
実
習

定
員
=
1
2

人
(
先
着
順
)

費
用
=
3
0
0円(
材
料

費
)

持
ち
物
=

エ
プ
ロ
ン
・
三
角

き
ん
・
ふ
き
ん
・
筆
記
用
具

申
込
=

電
話

申
・
問
=
中
央
本
町
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー
保
健
栄
養
係

(
3
8
8
0
)
5
3
5
5

乳
幼
児
す
こ
や
か
相
談

日
時
=
毎
週
月
曜
～
金
曜
日
、
午
前

1
0
時
～
午
後
4
時
※
祝
日
は
除
く

対
象
=
育
児
に
関
す
る
不
安
や
悩
み

を
抱
え
て
い
る
方
(
保
育
園
に
通
っ

て
い
る
方
に
限
り
ま
せ
ん
)
相
談

場
所
=
公
立

。私
立
保
育
園
全
園

相
談
方
法
=
電
話

。面
接
(
経
験
豊

か
な
公
・
私
立
保
育
園
の
職
員
が
対

応
し
ま
す
A
秘
密
厳
守
V
)

問
先

=
保
育
指
導
ま
た
は
保
育
振
興
係
　

(
3
8
8
0
)
5
8
8
9

新
し
い
保
育
園
が

開
園
し
ま
す

1
5年
4
月
、
旧
区
立
関
屋
幼
稚
園

跡
(
千
住
関
屋
町
1
6
)に
「せ
き
や

保
育
園
」
が
開
園
し
ま
す
。こ
の
保

育
園
は
、
区
が
設
置
し
社
会
福
祉
法

人
に
運
営
を
委
託
し
ま
す
。
延
長
保

育
な
ど
、
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ

に
柔
軟
に
対
応
し
た
運
営
を
め
ざ
し

ま
す
。
1
5年
4
月
入
所
の
申
し
込
み

は
、
他
の
保
育
園
と
同
様
に
1
2月
2

日
顔
～
1
5日
顔
に
受
け
付
け
ま
す
。

定
員
=
全
6
5人
:
i
歳
児
8
人
/
2

歳
児
1
2人
/
3
歳
児
1
4人
/
4
・
5

歳
児
3
1人

申
・
問
先
=
入
園
事
務

係

　
(
3
8
8
0
)
5
2
6
3

児
童
育
成
手
当
(障
害

手
当
)
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
制
度

児
童
育
成
手
当
(
障
害
手
当
)

対
象
=
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
、
2
0
歳
未
満
で
心
身
に
障
害
が
あ

る
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
方
…
知
的

障
害
で
「
愛
の
手
帳
」
I
～
3
度
程

度
/
身
体
障
害
で
「
身
体
障
害
者
手

帳
」
1
・
2
級
程
度
/
脳
性
ま
ひ
/

進
行
性
筋
萎
縮
症

※
次
に
該
当
す

る
場
合
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
…
所

得
が
限
度
額
以
上
/
児
童
が
施
設
に

入
所
し
て
い
る

手
当
月
額
=
1
万
5

千
5
0
0円

特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象
=
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
、
2
0
歳
未
満
で
心
身
に
重
度
お
よ

び
中
度
の
障
害
が
あ
る
児
童
を
扶
養

し
て
い
る
方
・
:
身
体
障
害
者
手
帳
I
～

3
級
程
度
/
愛
の
手
帳
I
～
3
度

程
度
(
内
部
障
害
の
方
お
よ
び
愛
の

手
帳
3
・
4
度
の
方
は
、
診
断
書
に

よ
る
判
定
が
必
要
に
な
り
ま
す
)

※
次
に
該
当
す
る
場
合
に
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
・
:所
得
が
限
度
額
以
上
/

児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
/
児

童
が
障
害
を
理
由
と
す
る
公
的
年
金

の
受
給
資
格
者
で
あ
る

手
当
月
額

=
重
度
5
万
1
千
5
5
0
円
/
中
度
3
万
4

千
3
3
0
円ー

い
ず
れ
も
ー

状
況
に
よ
り
申
請
に
必
要
な
も
の

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
申
・
問
先
=
家
庭
支

援
係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

み
ん
な
で
つ
く
る

健
康
あ
だ
ち
2
1

糖
尿
病
の
予
防
の
た
め
に
　

昨
年
の
足
立
区
節
目
健
康
診
査
に

よ
る
と
、
男
性
で
1
5
%、
女
性
で
7
%

の
方
が
血
糖
値
が
高
め
で
し
た
。

国
は
、
血
糖
値
な
ど
に
異
常
の
あ
っ

た
方
と
糖
尿
病
で
医
療
に
か
か
っ
て

い
る
方
を
合
わ
せ
る
と
、
成
人
の
7

人
に
1
人
は
糖
尿
病
か
そ
の
予
備
軍

と
推
定
し
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
を
予

防
す
る
た
め
に
は
、

①
肥
満
の
解
消
に
努
め
、
毎
日
体
重

計
に
の
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

②
1
日
の
平
均
歩
数
を
今
よ
り
、
千

歩
増
や
し
ま
し
ょ
う
。
千
歩
の
目
安

は
、
歩
く
時
間
で
1
0
分
、
距
離
に
し

て
6
0
0
～
7
0
0
m
で
す
。

⑤
箟
べ
す
ぎ
や
脂
肪
の
と
り
す
ぎ
を

控
え
、
量
も
質
も
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

食
事
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

④
血
糖
値
な
ど
に
異
常
が
み
ら
れ
た

ら
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

毎
日
の
生
活
で
健
康
を
守
ろ
う
と

す
る
健
康
づ
く
り
が
第
一
で
す
。
定

期
健
康
診
断
で
自
分
の
体
の
状
態
や

変
化
を
知
り
、
健
診
結
果
を
健
康
づ

く
り
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

問
先
=
足
立
保
健
所
調
整

区
長
へ
の

手
紙
か
ら

区
民
か
ら
の
手
紙

段
差
解
消
の
支
援
制
度
に
つ
い
て

私
は
マ
ン
シ
ョ
ン
住
ま
い
で
、
入

居
者
も
高
齢
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

管
理
組
合
で
、
車
椅
子
利
用
者
の
た

め
に
自
主
管
理
歩
道
と
公
道
(
区
道
)

の
段
差
解
消
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

区
で
補
助
制
度
は
あ
り
ま
す
か
?
。

(
5
0代

男
性
)

区
長
か
ら
の
返
信

ご
要
望
が
届
い
て
か
ら
、
早
速
担

当
に
現
地
の
状
況
調
査
を
指
示
し
ま

し
た
。
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
車
道
と
歩

道
に
段
差
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の

歩
道
部
分
は
「
環
境
整
備
指
導
要
綱
」

に
基
づ
き
、
建
築
時
に
公
共
的
ス
ペ

ー
ス
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の

で
し
た
。
こ
の
要
綱
は
、
マ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
の
建
設
時
に
公
共
的
空
間
の

提
供
を
お
願
い
し
て
、
ゆ
と
り
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
行
う
も
の
で
す
。
こ

の
よ
う
な
ご
協
力
を
頂
い
た
場
合

は
、
自
主
管
理
歩
道
・
広
場
の
改
修

時
に
改
修
費
用
を
援
助
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
、

歩
道
の
改
修
時
に
併
せ
て
段
差
解
消

も
可
能
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
後

結
果
を
す
ぐ
に
お
知
ら
せ
し
た
と

こ
ろ
、
早
速
管
理
組
合
の
理
事
会
で

話
し
合
う
こ
と
に
な
り
、
ス
ピ
ー
デ

ィ
な
対
応
と
誉
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。転

倒
を
予
防
す
る
た
め
に
段
差
解

消
を
す
る
こ
と
や
、
車
椅
子
で
も
移

動
し
や
す
い
環
境
を
作
る
こ
と
は
、

高
齢
者
が
地
域
で
快
適
に
暮
ら
す
た

め
に
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

家
の
中
も
同
様
に
、
高
齢
者
が
自

力
移
動
し
や
す
い
よ
う
、
手
す
り
の

設
置
や
便
器
の
洋
式
化
な
ど
部
分
改

修
を
行
う
場
合
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
区
で
は
、
介
護
保
険
制
度
に
よ

る
住
宅
改
修
費
支
給
な
ど
様
々
な
支

援
事
業
が
あ
り
ま
す
の
で
、
利
用
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
窓
口

が
不
明
な
場
合
は
住
宅
課
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

足
立区長
　鈴
木
恒
年

「
区
民
の
声
」
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

隰
(
3
8
8
0
)
5
6
7
8
E

メ
ー
ル
=
区
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
入
れ
ま
す

広
聴
は
が
き
=
区
施
設
の
窓
口
に
あ

り
ま
す

11月23日(土)は
( 勤労感謝の日)
足立銭湯の日

大人200円、中人( 小学
生) 50円、小人( 幼児) 無
料で区内の各銭湯が利用
できます。問先= 衛生管
理係 　3880- 5891
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朝
鮮
半
島
・
台
湾
出

身
の
旧
軍
人
軍
属
等

で
あ
っ
た
方
と
そ
の

遺
族
の
方
へ

朝
鮮
半
島
・
台
湾
出
身
の
旧
軍
人

軍
属
な
ど
で
あ
っ
た
方
と
そ
の
遺
族

に
弔
慰
金

、見
舞
金
を
支
給
し
ま
す

。

対
象
=

日
本
に
永
住
し
て
い
る
朝
鮮

半
島
・
台
湾
出
身
者
で
昭
和
1
2
年
7

月
7

囗
以
後
の
公
務
傷
病
な
ど
に
よ

り

、
①
昭
和
1
6
年
1
9一
月
8
日
以
降
平

成
1
3
年
3
月
3
1
日
ま
で
に
死
亡
し
た

方
の
遺
族
/

②
重
度
障
害
の
状
態
に

あ
る
方
/

③
平
成
1
3
年
3

月
3
1
日
ま

で
に
死
亡
さ
れ
た
重
度
障
害
の
状
態

に
あ
っ
た
方
の
遺
族

内
容
=

①
・

③
・
:
弔
慰
金
2
6
0万
円

、
②
・
:
4
0
0
万
円

(見
舞
金
な
ど
)

期
限
=
1
6
年
3

月
3
1
日

※
く
わ
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

申
・
問
=

民
生
係

「
(親
)医
療
証
」の
現
況

届
を
ま
だ
提
出
し
て

い
な
い
方
へ

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度

の
現
況
届
の
提
出
期
限
が
過
ぎ
て
い

ま
す
。
現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
い
と
1
5

年
分
の
医
療
証
を
発
行
で
き
ま
せ

ん
。
ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
方
は
、

健
康
保
険
証
の
コ
ピ
ー
を
添
え
て
至

急
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
9
月
3
0日

以
降

『
⑧
医
療
証
』
を
新
規
に
申
請

し
た
方
は
、
今
年
は
現
況
届
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
現
況
届
提

出
後
に
保
険
証
が
変
わ
っ
た
方
は

、

変
更
届
の
提
出
が
必
要
で
す

。
申
・

問
先
=

家
庭
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

成
年
後
見
制
度
講
演
会

高
齢
者
や
障
害
者
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
に
、
財
産
を
守
り
、
生

活
支
援
な
ど
を
図
る
た
め
新
た
に
設

け
ら
れ
た
の
が
「
成
年
後
見
制
度
」

で
す
。
日
時
=
1
2
月
4
日
南
、
午

前
H
時
～
午
後
1
時
場
所
=
区
役

所
庁
舎
ホ
ー
ル

内
容
=
制
度
の
し

く
み
や
利
用
方
法
に
つ
い
て
、
わ
か

り
や
す
く
話
し
ま
す

申
込
=
当
日

直
接
会
場
へ

問
先
=
権
利
擁
護
セ

ン
タ
ー
あ
だ
ち(

5
6
8
1
)
3
3
7
9

ま
た
は
区
・
高
齢
計
画
課
計
画
推
進

係

　
(
3
8
8
0
)
5
2
6
4

生
活
福
祉
資
金

(療
養
・
介
護
資
金
)
の

貸
し
付
け

緊
急
か
つ
一
時
的
に
医
療
費
の
療

養
・
介
護
資
金
の
貸
し
付
け
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
通
常
の
療
養

費
(
限
度
額
2
7万
円
)
の
貸
し
付
け

も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
対
象
=
高
齢
者
の
医
療
費
負

担
制
度
の
見
直
し
に
伴
い
、
支
払
に

困
っ
て
い
る
高
齢
者
世
帯
な
ど
の
方

貸
付
金
額
=
5
万
円
以
内
(
利
子
無

利
子
)

返
済
期
間
=
原
則
2
年
以

内

問
先
=
高
齢
医
療
係

(
3
8
8
0
)
5
8
7
4

ま
た
は
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
事
業

課

　
(
3
8
8
0
)
5
7
4
0

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

様
々
な
人
権
問
題
　

障
害
者

「
障
害
を
持
つ
人
も
持
た
な
い
人

も
お
互
い
に
尊
重
し
、
支
え
あ
い
な

が
ら
共
に
生
活
す
る
社
会
こ
そ
が
、

本
来
の
ノ
ー
マ
ル
(
正
常
)
な
社
会

の
姿
で
あ
る
。」と
い
ラ
考
え
方
が
あ

り
ま
す
。

こ
れ
を
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

と
言
い
、
広
く
社
会
に
定
着
さ
せ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
念
で

す
。ノ

ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、「
私
た
ち
の

生
活
の
中
で
、
障
壁
(
バ
リ
ア
)
と

な
っ
て
い
る
も
の
を
取
り
除
く
こ

と
」
つ
ま
り
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
い

ケ
考
え
方
が
非
常
に
重
要
で
す
。

例
え
ば
、
車
椅
子
を
使
用
し
て
い

る
人
に
と
っ
て
、
道
路
に
段
差
が
あ

っ
た
り
、
駅
や
建
物
に
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
・
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
な
ど
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
大
き
な
バ

リ
ア
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
盲
導
犬
・
聴
導
犬
に
対
す

る
理
解
不
足
な
ど
が
、
障
害
者
の
情

報
収
集
や
文
化
活
動
を
行
う
た
め
の

バ
リ
ア
に
な
っ
て
い
た
り
、
障
害
者

に
対
す
る
差
別
と
偏
見
と
い
っ
た
、

私
た
ち
の
意
識
自
体
が
バ
リ
ア
に
な

る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

ま
ち
で
車
椅
子
が
動
か
な
く
な
っ

て
困
っ
て
い
る
人
や
、
横
断
歩
道
を

渡
ろ
う
と
し
て
い
る
障
害
者
を
見
か

け
た
ら
声
を
か
け
、
手
助
け
す
る
な

ど
、
日
ご
ろ
の
小
さ
な
行
動
の
積
み

重
ね
が
、
社
会
の
バ
リ
ア
を
取
り
除

い
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
が
、
障
害
を
持
つ
人
も
持
た

な
い
人
も
、
地
域
で
安
心
し
て
生
活

で
き
る
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

理
念
が
行
き
届
い
た
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
が
っ
て
行
く
の
で
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
同
和

対
策 選

挙

豆

知

識

電
子
投
票
に
よ
る

生
徒
会
役
員
選
挙

9
月
2
0日
に
区
立
第
四
中
学
校
に

お
い
て
、
電
子
投
票
機
を
用
い
て
生

徒
会
役
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

投
票
に
か
か
っ
た
時
間
は
1
人
平

均
1
6秒
ほ
ど
で
し
た
。
初
め
て
の
経

験
に
戸
啓
つ
生
徒
も
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
が
、
投
票
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

は
、
9
7
%
の
人
が
「
思
っ
た
よ
り
簡

単
だ
っ
た
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
開

票
に
か
か
っ
た
時
間
は
2
分
3
0秒
ほ

ど
で
、
開
票
時
間
を
大
幅
に
短
縮
で

き
る
と
い
う
電
子
投
票
の
メ
リ
ッ
ト

を
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
選
挙
後
の
感
想
で
は
、「
自

分
で
候
補
者
の
名
前
を
書
く
よ
り
早

く
て
簡
単
」
と
い
っ
た
好
意
的
な
意

見
が
あ
る
一
方
、「
投
票
し
た
実
感
が

湧
か
な
い
≒
情
報
の
漏
れ
や
故
障
が

心
配
」
と
い
っ
た
物
足
り
な
さ
や
不

安
を
感
じ
た
人
も
い
ま
し
た
。
中
に

は
「
結
果
が
す
ぐ
出
た
の
で
そ
わ
そ

わ
し
な
い
で
良
か
っ
た
」
と
い
っ
た

立
候
補
者
や
そ
の
関
係
者
の
気
持
ち

を
よ
く
表
し
た
も
の
も
あ
り
ま
し

た
。今

回
の
選
挙
で
は
電
子
投
票
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
え
る
か
、
投
票
所
の
設

営
・
運
営
上
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ

る
か
な
ど
、
あ
る
程
度
検
証
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
経
費

の
問
題
な
ど
ま
だ
ま
だ
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
多
く
あ
り
ま

す
。
今
後
も
さ
ら
に
検
証
を
重
ね
て

い
く
と
と
も
に
、
電
子
投
票
が
ど
の

よ
う
な
も
の
か
、
区
民
の
皆
さ
ん
に

ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
、
積
極
的

に
P
R
し
て
い
き
ま
す
。

問
先
=
選
挙
管
理
委
員
会

募集します

看
護
師
募
集

採
用
予
定
日
=
1
5
年
1
月
対

象
=
保
健
師
・
助
産
師
・
看
護

師
の
免
許
を
有
す
る
方
勤
務

場
所
=
東
和
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
勤
務
内
容
等
=
診
療
介
助

な
ど
、
月
7
～
8
日
、
午
前
9

時
～
午
後
4
時
報
酬
=
9
千

6
5
0
円
(
日
額
)

定
員
=
若
干
名

申
・
問
先
=
東
和
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

・

東
京
2
3
区
の
区
立
幼
稚

園
臨
時
的
任
用
教
員
登
録

者
募
集

日
時
=
1
2
月
2
日
～
3
日
、
午

前
9
時
3
0
分
～
午
後
5
時
対

象
=
幼
稚
園
教
諭
普
通
免
許
状

を
現
に
有
し
、
国
公
私
立
幼
稚

園
の
正
規
任
用
教
員
と
し
て
1

年
以
上
の
経
験
が
あ
り
、
昭
和

1
7年
4
月
2
日
以
降
に
出
生
し

た
方

申
込
=

所
定
の
書
類

(募
集
案
内
参
照
)
を
本
人
が

惠
只
区
政
会
館
本
館
に
持
参

配
布
場
所
・
申
・
問
先
=
特
別

区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育

委
員
会(

5
2
1
0
)
9
7
5
1

学
校
職
員
担
当
課
事
務
係

(
3
8
8
0
)
5
9
7
2

図
書
館
専
門
員

(地
域
図
書
館
長
)

募
集

説
明
会
日
時
=
1
2月
1
日
黼
、

午
後
2
時

※
履
歴
書
持
参

採
用
予
定
日
=
1
5年
4
月
以
降

対
象
=
4
5
歳
か
ら
6
2歳
ま
で
の

方
で
、
司
書
ま
た
は
司
書
補
の

資
格
を
持
ち
、
土
・
日

。祝
日
、

夜
間
勤
務
が
可
能
な
方

勤
務

内
容
等
=
図
書
館
業
務
全
般
お

よ
び
業
務
の
指
揮
監
督
、
週
3
0

時
間
(
週
5
日
勤
務
)

報
酬
=

月
額
2
3万
6
千
円
程
度

定
員
=

若
干
名

選
考
方
法
=
筆
記

・
適
性
・
面
接

場
・
申
・
問

先
=
中
央
図
書
館
管
理
調
整
係

(
5
8
1
3
)
3
7
4
9

介
護
保
険
調
査
員
(
非

常
勤
職
員
)
募
集

採
用
予
定
日
=
1
9一月
以
降

対

象
=
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格

を
有
す
る
方

※
面
接
試
験
な

ど
に
よ
り
決
定

勤
務
内
容
等
=

認
定
申
請
者
の
訪
問
調
査
な

ど
、
雇
用
期
間
1

年
(
更
新

可
)
、週
3
0時
間

報
酬
=
2
0万

円
(
月
額
)

定
員
=
1
人

申

込
=
電
話

期
限
A
H
月
2
2日

申
・
問
先
=
介
護
認
定
係

(
3
8
8
0
)
5
2
5
6

環
境
家
計
簿
を
付
け

て
み
ま
せ
ん
か

環
境
家
計
簿
は
、
各
家
庭
で
使
っ

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
二
酸
化
炭
素
排
出

量
に
換
算
し
て
、
地
球
温
暖
化
対
策

に
ど
れ
く
ら
い
貢
献
で
き
た
か
が
分

か
る
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
で
す
。

簡
単
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
て
、
電
気
や
ガ
ス
な
ど
の
節
約

金
額
も
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。
財
布

と
地
球
に
や
さ
し
い
環
境
家
計
簿

を
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

表
3
は
、
昨
年
冬
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
1
4
0
世
帯
の
デ
ー
タ
を
集
計
し

た
も
の
で
す
。
自
分
の
デ
ー
タ
と
比

べ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
。
※
環
境
課
・
各
図

書
館
で
配
布
中

問
先
=
環
境
課
調

整
係

　
(
3
8
8
0
)
5
9
3
5

表3　 環境家計簿( 冬季) 集計結果 ( 参考)

※ 足 立の月平均( 世帯当り) は 、12月・1 月・2 月の3 ヵ 月を平均し算出
( 自動車は73/ 200の係数を掛けて合算)
※ 足 立の月平均(一人当り)は 、集計データの平均同居家族人数( 3. 5 人) 　
で割り算出

崇全国データは、全国地球温暖化防止活動推進センター「家庭で減らすC02
より抜粋」

※ C02 排出量の単位=k8
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福 祉 の

まちづくりを考えています
区では、障害者や高齢者を含むすべての区民が安心

して生活できるというノーマライゼーションの理念を
実現するため、障害者の視点に立った福祉のまちづ<
リを推進しています。

西新井駅周辺で障害者
団体・地域住民との協働に
よる「バリアフリー調査」
を行いました。
障害者の目から見た「ま

ち」はどのようになってい
るでしょうか?

排水溝の網目が粗いので、杖や車
いすの車輪がはまってしまう!

排水溝のマスの目
が粗いと、障害者や
高齢 者だけ ではな
く 、ベビーカーを押
すお母さんにとって
も危険です。ハイヒ
ールのかかとが挟ま
つてしまうこと恚あリ=ます。
一見何でもjないようなことが大きな障壁に

なることがあるのです。

歩道と車道の段差
が大きすぎる!

歩道と車道の段差はとても難しい
問題です。車いす利用者にとっては、
少しの段差があっでも昇り降りが大
変ですし 、視覚障害者にとっては 、段
差が全< ないと 車道と歩道の区別が
つかないため危険なのです。そのため
2cm程度の段差が適当とされていますが、境界部分の構造につ
いては、さらに研究がすすめられています。

トイレの扉のかぎの
位置が使いにくい!

車いす利用者

にと って使いや

すい かぎの位置

は 、床から約90

㎝ から1m く ら

いとさ れてい ま

す。一 般的には

使い にく い 高さ

かもしれませんが、車いす利用者には適当
な高さなのです。

一人ひとりの心がけが、
バリアフリーをさらに大きく進めます

今回紹介した例も含め、多くの方が利用する民
間建築物・区施設・道路・公園などについては、
都の「福祉のまちづくリ条例」や区独自で定めた
基準にもとづき、バリアフリーを進めています。
しかし 、施設などの整備だけでバリアフリーは
達成できません。

例えば、視覚障害者にと
って道しるべとなる点字誘
導ブロックを整備しても、
その上を自転車でふさがれ
てしまえば自転車があるこ
とに気付かずにぶつかって
しまいます。
利用する方のマナーがよ

くないと、かえって危険に
なってしまうこともあるの
です。

すべての人が暮らしやす

い まちをつくるためには 、
道路や施設などの整備だけ
では限界があります。
「歩道に自転車を置かな
い」、「困っている方がいた
ら声をかける」など 、思い
やりの心を充実させるこ と
が重要です。
皆さんの身近なところ か

ら考えてみませんか。

福祉のまちづくりに関するお問い合わせは
障害福祉計画係 　3880- 5255

小中学生を対象にバリアフリー
講座を開催しています
10月15 日、区立東栗原小学校の5 年生は、

障害者がどのようなことで困っているのか、
どのように手助けし
てもらえたら助かる
のかなどについて、
障害を持った方から
話を聞き、思いやり
ややさしい心など 、
心のバリアフリーの
大 切さ を学 び まし
た。

▲ 「心のバリアフリー」って

どういうことなんだろう

駅のバリアフリー化
を進めています
だれもが利用しやすい駅舎をめざし

て、区と鉄道事業者との協働により区内
各駅にエレベーターやエスカレーター
の設置を進めています。12年度は竹ノ塚
駅西口に、13年度は同駅ホーム内に車い
すの方が利用できるエスカレーターを
設置しました。14年度は千住大橋駅にエ
レベーターを設置します。
今後、末整備の駅についても計画的に

整備をすすめていきます。

足
立
区
障
害
者
の
日
記
念
事
業

障
害
者
文
化
祭

障
害
者
週
間
に
あ
わ
せ
て

、障
害
の
あ
る
方
が
、

日
ご
ろ
の
様
々
な
活
動
や
作
品
を
発
表
し
ま
す
。

障
害
者
作
品
展

日
時
=
‥日
月
2
9日
～
1
2
月
5
日

、
午
前
9
時
～
午

後
7

時

場
所
=

区
役
所
1

階
区
民
ロ
ビ
ー

・
区

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

内
容
=
区
内
の
障
害
者
(
児
)

の
方
の
絵
画
や
陶
芸
作
品
な
ど
の
展
示

開
催
式

日
時
=
‥目
月
2
9日
脚
、
午
前
8
時
5
0分

場
所
=

区
役
所
1
階
区
民
ロ
ビ
ー

式
典
・
障
害
者
舞
台
発
表
会

日
時
=
ド
月
2
9日
脚
、
午
前
9
時
3
0分

場
所
=

区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

内
容
=
区
内
障
害
者
団
体

な
ど
に
よ
る
合
唱
/
楽
器
演
奏
/
舞
踏
な
ど

ー
ー
い
ず
れ
も
ー
ー

問
先
=
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

ま
た
は
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

自
動
車
運
転
教
習
費
用
の

助
成
対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
す

身
体
障
害
者
手
帳
3
級
以
上
の
方
に
加
え
、
次

の
方
も
教
習
費
用
の
一
部
助
成
の
対
象
と
な
り
ま

し
た
。
対
象
=
愛
の
手
帳
4
度
以
上
の
方

※

所
得
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
く
わ
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=
障
害

給
付
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

北
千
住
駅
地
下
道
利
用
調
査

・
ア
ン
ケ
ー
ト

調

査

集
計
結
果
報
告

1
5
年
度
に
、
北
千
住
駅
地
下
道
を

西
口
再
開
発
事
業
駅
前
広
場
整
備
に

合
わ
せ
て
整
備
す
る
た
め
、
利
用
状

況
実
態
調
査
(
1
万
4
千
7
1
5
人
、
調

査
時
間
午
前
6
時
3
0
分
～
午
後
6
時

3
0分
)
な
ら
び
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

(
2
4
8
件
)
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
千
住
地
区
に
在
住
の
方

千
人
(
年
代
別
無
作
為
抽
出
)
に
郵

送
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
(
9
月
3
0

日
現
在
、
返
送
3
0
1
通
)
も
行
い
ま

し
た
。

今
後
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
鉄
道

線
下
の
限
ら
れ
た
空
間
の
中
で
の
整

備
と
な
る
た
め
限
界
が
あ
り
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
を
は
じ
め
、
障
害
者

や
高
齢
者
、
地
元
住
民
の
方
か
ら
の

要
望
も
出
来
る
だ
け
地
下
道
整
備
に

反
映
さ
せ
る
予
定
で
す
。

こ
の
地
下
道
の
利
用
に
つ
い
て
は

安
全
確
保
の
た
め
、
自
転
車
は
降
り

て
通
行
す
る
こ
と
や
出
入
り
口
の
譲

り
合
い
な
ど
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
問
先
=

東
部
工
事
事
務
所
工
務
係

(
3
6
0
2
)
8
8
3
1

北
千
住
駅
地
下
道
利
用
実
態
調
査

調
査
日
時
=
8
月
9
日
(金
)、
午
前
6
時
3
0分
～
午
後
6
時
3
0分

利用場所別の割合

既設スロープ利用者別の割合

仮設スロープ利用者別の割合

自転車利用者の割合

自転車利用者の既設か仮設の割合

自転車利用の実態の割合

※地下道内では、自転車を降りて通行してください

地
下
道
に
対
す
る
意
見
・
要
望

▲ 地 下道内では、ルールを

守って安全に

郷
土
博
物
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

区
制
7
0周
年
記
念

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

『
足
立
風
土
記

』刊行

区
内
の
歴
史
・
文
化
を
1
0巻
に
分

け
て
収
録
し
た
小
冊
子
を
発
行
し
ま

し
た
(
表
I
)
。
頒
布
=
区
内
書
店

(協
同
組
合
加
入
店
ほ
か
)
/
区
政

情
報
室
/
郷
土
博
物
館

内
容
=
新

た
に
確
認
さ
れ
た
歴
史
資
料
や
文
芸

作
品
・
古
写
真
を
掲
載

※
各
巻
A
5

判
、
7
2ペ
ー
ジ

価
格
=
I
巻
・
:
1
5
0

円
/
1
0
巻
セ
ッ
ト
(
別
冊
付
き
、

ケ
ー
ス
入
り
)
・
:
千
5
0
0円

表1　 足立風土記10巻の構成区
制
7
0周
年
記
念

足
立
風
土
記

巡
回

講

座

開
催

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

『
足
立
風
土
記
』

完
成
に
伴
う
、
各
地
区
毎
の
巡
回
講

座
を
開
催
し
て
い
ま
す
(
表
2
)
。

定
員
=
4
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
往

復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
希
望
さ
れ
る
講
座
の
月

日
を
明
記
し
、
希
望
講
座
開
催
の
I

週
間
前
ま
で
(
消
印
有
効
)
に
、「
風

土
記
担
当
」
宛
送
付

※
1
枚
の
(

ガ
キ
で
複
数
人
、
複
数
回
の
申
し
込

み
も
可
能
で
す

最
終
期
限
=
1
5年
3

月
8
日
(
消
印
有
効
)

申
先
=
郷

土
博
物
館

〒
1
2
0・0
0
0
1

大

谷
田
5
-
2
0
-
1

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

表2　 足立風土記巡回講座日程等

※ いずれも時間は、午後2時～4時

冬
季
区
民
教
養
講
座

日
時
=
1
2月
7
日
出
、
午
後
1
時
3
0

分

場
所
=
青
少
年
セ
ン
タ
ー

内

容
=
▽
足
立
の
寺
子
屋
と
近
代
学
校

の
発
展

講
師
=
桑
原
功
一
氏
(
区

立
博
物
館
専
門
員
)

▽
明
治
末
年

の
区
内
の
神
社
(
そ
の
実
態
と
合
祀
)

講
師
=
竹
内
秀
夫
氏
(
足
立
史
談
会

常
任
幹
事
)

申
込
=
当
日
直
接
会

場
へ

※
先
着
7
0人
に
資
料
を
配
布

問
先
=
郷
土
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

あ な た の 相 談 室 場所= 区役所
問先= 広聴相談係　　3880- 5111　 秘密厳守　相談無料

☆土・日・祝日はお休みです　 ◎ 住まいの修繕について区内建築業者の連合団体を紹介しています( 電話申し込み制)

新
交
通
シス
テ
ム
!

日
暮
里
・
舎
人
線

車
両
基
地
入
り
口
工
事

車
両
基
地
の
入
り
口
部
の
工
事

が
、
ま
も
な
く
始
ま
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
ど
の
よ
う
に
し

て
車
両
が
基
地
に
入
る
の
か
を
説
明

し
ま
す
。

車
両
基
地
は
、
尾
久
橋
通
り
の
東

側
に
隣
接
し
た
舎
人
公
園
の
北
側
に

約
4
万
7
千
㎡
の
面
積
で
建
設
さ
れ

ま
す
。
半
地
下
構
造
で
、
そ
の
上
部

は
公
園
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

走
行
路
は
高
架
で
、
通
常
上
り
線

と
下
り
線
の
2
本
で
す
が
、「
(
仮
称
)

舎
人
公
園
駅
」
付
近
で
は
走
行
路
が
3

本
に
な
り
ま
す
。
こ
の
3
木
の
走

行
路
の
内
、
真
ん
中
の
1
本
が
車
両

基
地
に
入
る
走
行
路
で
す
。
こ
の
真

ん
中
の
走
行
路
は
高
架
か
ら
次
第
に

下
っ
て
き
て
、
尾
久
橋
通
り
の
上
り

車
線
の
下
を
ト
ン
ネ
ル
で
抜
け
、
舎

人
公
園
の
中
に
設
け
ら
れ
る
車
両
基

地
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。

公
園
に
覆
わ
れ
た
車
両
基
地
、
完

成
し
た
ら
、
皆
さ
ん
で
車
両
基
地
を

探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
問
先
=

都
市
交
通
課
日
暮
里
・
舎
人
線
推
進

(
3
8
8
0
)
5
7
1
0
0

▲ 車両基地は、公園の地下になります
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保
険
料
は
所
得
控
除

さ
れ
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
、
国
民
健
康
保

険
料
お
よ
び
介
護
保
険
料
は
「
社
会

保
険
料
控
除
」
の
対
象
に
な
り
、
所

得
税
と
住
民
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

領
収
書
、
ま
た
口
座
振
替
を
利
用
し

て
い
る
方
は
、
通
帳
か
ら
領
収
日
と

金
額
を
確
認
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。
1
4年
中
に
支
払
っ
た
分
か
対
象

と
な
り
ま
す
。
領
収
書
は
添
付
し
な

く
て
も
控
除
は
受
け
ら
れ
ま
す
。

問
先
=
▽
国
民
健
康
保
険
料
・
:国
民

健
康
保
険
課
庶
務
係

(
3
8
8
0
)
5
8
5
1

▽
国
民
年
金
保
険
料
・
:国
民
年
金
課

調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
8
4
4

▽
介
護
保
険
料
…
介
護
保
険
課
保
険

料
係

　
(
3
8
8
0
)
5
7
4
4

国
民
健
康
保
険
料
の

納
付
書
を
送
付
し
ま
す

H
月
～
3
月
分
の
納
付
書
を
1
1
月

2
0日
に
送
付
し
ま
す
(
1
4年
度
分
を

払
い
済
み
の
方
お
よ
び
口
座
振
替
の

方
は
国
保
だ
よ
り
の
み
を
送
付
)
。

保
険
料
の
納
期
限
は
毎
月
末
日
(
1
1

月
分
は
1
2月
2
日
、
1
2月
分
は
1
月
6

日
)
で
す
。

問
先
=
国
民
健
康

保
険
課
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

社
会
保
険
の
扶
養
家
族

に
該
当
す
る
方
は

切
り
替
え
を

国
民
健
康
保
険
は
、
会
社
な
ど
の

健
康
保
険
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い

方
が
加
入
す
る
保
険
制
度
で
す
。
家

族
が
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場

合
で
、
そ
の
扶
養
家
族
と
し
て
社
会

保
険
に
加
入
で
き
る
方
は
、
切
り
替

え
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
=
社
会
保
険
の
扶
養
に
な
れ
る

収
入
基
準
は
お
お
む
ね
次
の
と
お
り

で
す
・
:①
年
間
収
入
が
1
3
0万円
未
満

の
方

②
6
0歳
以
上
も
し
く
は
障
害

年
釡
受
給
者
で
年
間
収
入
が
1
8
0万円

未
満
の
方

問
先
=
国
民
健
康
保
険

課
資
格
賦
課
係(

3
8
8
0
)
5
2
4
0

国
民
年
金
を
受
け
て
い
る
方
へ

住
所
を
変
え
た
と
き
は

届
出
を
お
忘
れ
な
く

住
所
を
変
更
し
た
と
き
は
、
「
年

金
受
給
権
者
住
所
・
支
払
機
関
変
更

届
」
(
(

ガ
キ
形
式
)
を
社
会
保
険

事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
(
同

時
に
支
払
金
融
機
関
の
変
更
も
で
き

ま
す
)
。こ
の
提
出
を
忘
れ
る
と
年
金

関
係
の
書
類
が
届
か
な
く
な
り
ま

す
。
届
出
用
紙
は
社
会
保
険
事
務

所
、
区
・
国
民
年
金
課
、
各
区
民
事

務
所
に
あ
り
ま
す
。

問
先
=
国
民

年
金
課
給
付
係(

3
8
8
0
)
5
8
4
9

納
税
の
相
談
は
お
早
め
に

1
4年
度
第
3
期
の
特
別
区
民
税
・

都
民
税
の
納
期
限
が
過
ぎ
ま
し
た
。

納
期
限
後
は
、
高
率
の
延
滞
金
(
年

率
1
4・
6
%
)
が
加
算
さ
れ
る
だ
け

で
な
く
、
差
し
押
さ
え
な
ど
の
処
分

を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

事
情
が
あ
っ
て
納
付
で
き
な
い
場

合
や
、
不
明
な
点
が
あ
る
と
き
は
早

め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=

納
税
第
一
・
第
二
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
6
～
7

住
ま
い
づ
く
り
・
ま
ち

づ
く
り
協
力
員
募
集

対
象
=
住
宅
建
設
事
業
者
/
建
築
士

事
務
所
費
用
=
4
万
8
千
円
(
受

講
料
、
登
録
料
)
案
内
配
布
=
H

月
1
8
日
～
2
2
日
※
都
・
防
災
・
建

築
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
て
配
付

申
込
期
間
=
1
9
一
月
2
日
～
4
日

申
・
問
先
=
都
・
防
災
・
建
築
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー

(
5
4
6
6
)
2
1
0
3

ま
た
は
区
・
密
集
ま
ち
づ
く
り
係

(
3
8
8
0
)
5
1
8
1

都
市
計
画
案
を
縦
覧

し
ま
す

区
と
都
で
は
、
次
の
都
市
計
画
を

決
定
・
変
更
す
る
た
め
、
案
の
縦
覧

を
行
い
ま
す
。
こ
の
内
容
に
つ
い
て

関
係
の
あ
る
方
は
、
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
都
決
定
分

に
つ
い
て
は
、
都
・
都
市
計
画
課
で

縦
覧
し
ま
す
。

区
決
定
の
都
市
計
画

▽
上
沼
田
南
地
区
地
区
計
画
の
決
定

区
域
=
江
北
三
～
五
丁
目
各
地
内

▽
環
状
7
号
線
D
地
区
沿
道
地
区
計

画
の
変
更
区
域
=
江
北
三
、
五
丁

目
各
地
内
▽
西
新
井
駅
西
口
周
辺

地
区
地
区
計
画
の
決
定
区
域
=
西

新
井
栄
町
一
、
二
丁
目
、
関
原
三
丁

目
、
梅
田
五
～
八
丁
目
各
地
内
▽

特
別
用
途
地
区
(
第
2
種
特
別
工
業

地
区
)
の
変
更
区
域
=
江
北
五
丁

目
地
内
▽
高
度
地
区
の
変
更
区

域
=
江
北
三
～
五
丁
目
各
地
内
▽

防
火
地
域
お
よ
び
準
防
火
地
域
の
変

更

区
域
=
江
北
五
丁
目
、西
新
井

栄
町
一
丁
目
各
地
内

▽
高
野
・
島

根
四
丁
目
・
花
畑
北
部
こ
(
町
地
区

地
区
計
画
の
変
更

計
画
書
を
一
部

変
更
し
ま
す
が
、
計
画
内
容
に
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん

▽
東
京
都
市
計
画

生
産
緑
地
地
区
の
変
更

区
域
=
竹

の
塚
二
丁
目
、
伊
興
本
町
二
丁
目
、

入
谷
一
丁
目
、
島
根
二
丁
目
、
東
和

一
丁
目
、
東
伊
興
一
・
二
丁
目
、
そ

の
他
各
地
内

蚕
都
決
定
の
都
市
計
画

▽
用
途
地
域
の
変
更
区
域
=
江
北

三
丁
目
～
五
丁
目
、
西
新
井
栄
町
一

丁
目
、
関
原
三
丁
目
各
地
内

ー

い
ず
れ
も
ー

縦
覧
期
間
=
H
月
1
3
日
～
2
7
日
縦

覧
場
所
・
問
先
=
区
・
都
市
計
画
調

整

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
3
2

都
市
計
画
変
更
の
説
明
会

補
助
1
3
6号
線
関
原
・
梅
田
地
区
の

不
燃
化
促
進
事
業
導
入
に
伴
い
、
都

市
計
画
法
1
6条
に
基
づ
く
防
火
指
定

な
ど
の
都
市
計
画
変
更
の
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
日
時
=
1
1
1
1

一
月
1
8日

㈲
、
午
後
7
時

場
所
=
梅
島
第
二

小
学
校

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
防
災
ま
ち
づ
く
り
係

教
育
相
談
の
お
知
ら
せ

「
学
校
に
行
く
の
を
嫌
が
る
」、「
言

葉
が
遅
い
」
な
ど
お
子
さ
ん
の
教
育

上
の
悩
み
に
つ
い
て
、
専
門
の
相
談

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

面
接
相
談

日
時
=
毎
週
月
曜
～
金
曜
日
(
祝
日

を
除
く
)
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
教

育
研
究
所

(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

綾
瀬
分
室

(
3
8
3
8
)
3
5
8
8

鹿
浜
分
室

(
3
8
5
6
)
7
7
3
5

電
話
相
談

日
時
=
毎
週
月
曜
～
金
曜
日
(
祝
日

を
除
く
)
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時
3
0

分

申
・
問
先
=
教
育
研
究
所

(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

小
・
中
学
校
希
望
変
更
の
受

付
お
よ
び
応
募
状
況
の
公
表

希
望
校
変
更
の
受
け
付
け

学
校
選
択
制
度
の
実
施
に
伴
い
提

出
さ
れ
た
希
望
選
択
票
に
つ
い
て
、

希
望
校
を
変
更
し
た
い
方
は
次
の
期

間
に
受
け
付
け
し
ま
す
。日
時
=

‥1
1
1
1
一
月
1
8
日
～
2
2
日
、午
前
9
時
～
午

後
5

時

場
所
=

就
学
係

応
募
状
況
の
公
表

各
区
立
小
・
中
学
校
の
学
校
選
択

に
よ
る
応
募
状
況
を
次
の
と
お
り
公

表
し
ま
す

。

日
時
等
=

▽
中
間
集

計
…
H
月
1
4日
困

▽
最
終
集
計
…
H

月
知一
日
窗

場
所
=

▽
小
学
校
…

各
区
立
小
学
校
/
幼
稚
園
/
保
育
園
/

区
民
事
務
所
/
学
務
課
な
ど

▽

中
学
校
・
:
各
区
立
小
・
中
学
校
/
区

民
事
務
所
/
学
務
課
な
ど

ー

い
ず
れ
も
ー

問
先
=
就
学
係(

3
8
8
0
)
5
9
6
9

生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル

の
見
学
が
で
き
ま
す

コ
ン
ポ
ス
ト
化
容
器
を
実
際
に
使

い
菜
園
に
役
立
て
て
い
る
様
子
や
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
で
の
生
ご
み
堆
肥

化

、
ミ
ミ
ズ
が
生
ご
み
を
食
べ
る

「
ミ
ミ
ズ
コ
ン
ポ
ス
ト
」
な
ど
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す

。

問
先
=

あ

だ
ち
再
生
館
(
月
曜
休
館
)

(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

生
ご
み
処
理
機
購
入
の
費

用
を
一
部
補
助
し
ま
す

ご
み
減
量
化
の
促
進
を
図
る
た
め

生
ご
み
処
理
機
(
コ
ン
ポ
ス
ト
化
容

器
)
の
購
入
費
の
一
部
(
購
入
価
格

の
2
分
の
I
、
上
限
は
1
万
円
)
を

補
助
し
ま
す
。

対
象
=
家
庭
で
使

用
す
る
区
内
在
住
の
方
で
、
過
去
3

年
間
助
成
を
受
け
て
い
な
い
方

※
I

世
帯
1
台
限
り

問
先
=
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
課
普
及
啓
発
係

(
3
8
8
0
)
5
8
6
0

充
電
式
電
池
回
収
に

ご
協
力
を

携
帯
電
話
、
シ
ェ
ー
バ
ー
な
ど
の

機
器
に
使
わ
れ
て
い
る
充
電
式
電
池

は
、
ご
み
と
し
て
出
さ
ず
に
、
リ
サ

イ
ク
ル
協
力
店
(

電
器
店
や
ス
ー
パ

ー
な
ど
)

の

「
充
電
式
電
池
リ
サ
イ

ク
ル
B
O
X

」に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
事
業
係

(
3
8
8
0
)
5
8
6
2

催
し
物
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは
11 月12 日

から受け付け

光
の
祭
典

1
2
月
1
3
日
～
2
5
日

名
称
決
定
!

多
数
の
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
選
考
委
員
会
で
検
討
し
た

結
果
、
事
業
の
イ
メ
L
ン
に
あ
っ
た

親
し
み
の
あ
る
名
称
と
し
て
、
吉
田

俊
郎
さ
ん
(
千
住
出
身
)
の
案
が
採

用
さ
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

▽
パ
レ
ー
ド

区
制
7
0周
年
と
開
会
を
祝
っ
て
、

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
を
先
頭
に
参
加

者
が
楽
し
み
な
が
ら
メ
イ
ン
ス
ト
リ

ー
ト
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
す
。
日
時

=
1
2
月
1
3
日
窗
、
午
後
4
時
場
所

=
竹
ノ
塚
駅
東
口
～
元
渕
江
公
園

申
先
=
観
光
協
会
(
経
済
観
光
課
内
)

▽
点
灯
式
典

大
き
な
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
に
明

か
り
を
点
灯
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
で

開
会
を
祝
っ
て
大
い
に
盛
り
上
げ
ま

し
ょ
う
。
日
時
=
1
2月
1
3日
窗
、午

後
4
時
4
5分

場
所
=
元
渕
江
公
園

特
設
会
場ー

い
ず
れ
も
ー

問
先
=
観
光
協
会
(
経
済
観
光
課
内
)

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-
I

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

年金の手続きをお忘れなく
将来、年金を減額されたり、受けられないこ とにならないために、

表2 に該当する方は届け出をしまし ょう。なお、4 月から、第3 号

被保険者関係の届け出が、配偶者の勤務する事業所 の事業主を経由

して提出する方法に変 りました。また、加入や転入などの届け出に

は、基礎年金番号の記入・確認が必要です。必ず、年金手帳または

基礎年金番号通知書をお持ちください。 申先= 国民年金課または

区民事務所 問先= 国民年金課適用係 　3880- 5843

表2　 手続きが必要な事例一覧表

お支払いは便利な口座振替で!
ー キャンペーン実施中ー

特別区民税都民税・国民健康保険料・介護
保険料のお支払いは、便利で安心な口座振
替をご利用ください。区内の金融機関・郵
便局には申込用紙が用意してあります。
問先= 納税課収納係/ 国民健康保険課収納
管理係/ 介護保険課保険料係
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フ
ォ
ー
ラ
ム
「
先
生
が
変
わ

る
　学
校
が
変
わ
る
」

か
つ
て
は
中
退
率
5
0
%
で
あ
っ
た

足
立
新
田
高
校
の
改
革
の
取
り
組
み

を
中
心
に
、
地
域
と
進
め
る
学
校
改

革
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
日
時
=

一
1
1
1
1
一
月
2
1
日
困
、
午
後
6
時
3
0
分
～
9

時

場
所
=

区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

講
師
=

鈴
木
高
弘
氏
(

足
立
新
田
高

校
校
長
)

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
=

久
田
邦
明
氏
(

神
奈
川
大
学
講
師
)

パ
ネ
リ
ス
ト
=
加
藤
清
典
氏
(

小
学

校
P
T
A

連
合
会
会
長
)
、
北
島
一

弘
氏
(

青
少
年
委
員
)

ほ
か

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

申
・
問
先
=

生
涯
学
習
課
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
5

サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

日
時
=
1
9
一
月
2
日
囲
、
午
後
7
時
～

8
時
3
0分
(
受
け
付
け
は
午
後
6
時
3
0

分
)

場
所
=

学
び
ピ
ア
2
1

内

容
=

「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育

て
る
」
土
曜
休
業
日
を
よ
り
豊
か
に

過
ご
せ
る
よ
う
に

講
師
=
増
山
均

氏
(
早
稲
田
大
学
文
学
部
教
授
)

申

込
=
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
参
加
人
数
を

明
記

申
・
問
先
=
サ
タ
デ
ー
ス
ク

ー
ル
千
住
塾

北
島
一
弘

(
3
8
8
1
)
6
2
1
7

(
3
8
7
9
)
6
1
3
3

ま
た
は
区
・
社
会
教
育

(
3
8
8
0
)
5
9
8
2

学
校
給
食
展
示
会

じ
ょ
う
ず
に
食
べ
て

健
康
づ
く
り

日
時
=
H
月
1
2
日
～
1
4
日
、
午
前
9

時
～
午
後
5
時
場
所
=
区
役
所
I

階
区
民
ロ
ビ
ー

内
容
=
今
、
昔
、

足
立
の
給
食
/
食
と
健
康
を
考
え
る
/

特
色
の
あ
る
足
立
の
学
校
給
食
/

お
米
の
話
/
身
近
な
食
情
報

問
先
=

大
谷
田
小
学
校

(
3
6
0
5
)
6
3
4
4

ま
た
は
学
校
給
食
係

(
3
8
8
0
)
5
9
7
5

「
P
F
I

研
修
会
」開
催

日
時
A
H
月
1
4
日
困
、
午
後
2
時
～

4
時

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

内
容
=
P
F
I
に
お
け
る
民
間
事
業

者
の
共
同
事
業
体
の
構
築
/
金
融
機

関
と
の
連
携
/
保
険
契
約
の
締
結
な

ど
に
つ
い
て
の
講
義

講
師
=
植
田

和
男
氏
(
日
本
P
F
I
協
会
専
務
理

事
)

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
政
策
課
政
策
担
当

(
3
8
8
0
)
5
8
1
1

第
4
回
マ
イ
タ
ウ
ン

あ
だ
ち
就
職
面
接
会

区
内
の
企
業
3
0
社
が
参
加
し
、
そ

の
場
で
人
事
担
当
者
と
面
接
が
で
き

ま
す
。
日
時
Å
1
1
1
1
一
月
1
5
日
吻
、
午

後
1
時
～
4
時
(
受
け
付
け
は
午
後

O
時
3
0分
)

場
所
=
区
役
所
庁
舎

ホ
ー
ル

内
容
=
面
接
会
/
年
金
相

談
コ
ー
ナ
ー
/
職
業
相
談
コ
ー
ナ
ー

※
何
社
で
も
面
接
で
き
ま
す
。
複
数

の
履
歴
書
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い

問
先
=
(

ロ
ー
ワ
ー
ク
足
立
企
画
調

整
部
門

日
(
3
8
7
0
)
8
6
0
9

ま
た
は
区
・
経
済
観
光
課
計
画
調
整

係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
8
2

第
1
5回
　あ
だ
ち
ま
ち
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ト
ラ
ス
ト
講

演
会

日
時
等
=
‥
‥
‥
一
月
2
3
日
例
※
時
間
等

は
表
1
の
と
お
り
場
所
=
ギ
ャ
ラ

ク
シ
テ
ィ
テ
ー
マ
=
「花
と
み
ど

り
で
つ
な
ぐ
あ
だ
ち
の
ま
ち
づ
く
り
～

成
熟
社
会
に
お
け
る
協
働
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
る
～
」
内
容
=
住
民

活
動
発
表
(

ト
ラ
ス
ト
講
演
会
)
/

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
ま
ち

づ
く
り
推
進
係(

3
8
8
0
)
5
9
3
3

表1　 あだちまちづくりフォーラム・トラスト講演会

区
制
7
0周
年
記
念

1
4年
度
環
境
づ
く
り
区
民
大
会

講
演
会
参
加
者
募
集

日
時
=
H
月
2
7日
南
、
午
後
3
時

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

内
容
=

自
然
環
境
保
護
が
テ
ー
マ
の
環
境

落
語
「
ガ
ラ
ス
の
ク
リ
ー
ン
」
(三
遊

亭
京
楽
師
匠
)

※
環
境
落
語
の
前

に
、
住
み
よ
い
地
域
社
会
づ
く
り
の

功
績
者
へ
の
表
彰
式
も
行
い
ま
す

定
員
=
2
0
0人

申
込
=
当
日
直
接
会

場
へ

問
先
=
あ
し
た
の
足
立
を
つ

く
る
区
民
協
議
会
事
務
局
(
地
域
支

援
課
内
)

(
3
8
8
0
)
5
8
5
6

地
下
鉄
8
号
線
促
進
大
会

1
9一年
の
運
輸
政
策
審
議
会
答
申
第
1
8

号
で
、
地
下
鉄
8
号
線
を

「
目
標

年
次
(
平
成
2
7年
)
ま
で
に
整
備
着

手
す
る
こ
と
が
適
当
な
路
線
」
と
位

置
付
け
ま
し
た
。

答
申
で
は
、
整
備
計
画
区
間
を
　

「
豊
洲
～
亀
有
～
野
田
市
」
と
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
区
内
(
西
用
水

沿
い
)
を
通
る
よ
う
、
都
や
国
に
強

く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。
区
民

の
皆
さ
ん
の
力
強
い
ご
支
援
を
お
願

い
し
ま
す
。
日
時
=
1
2
月
1
日

糾
、
午
後
2
時
～
3
時
場
所
=
中

川
小
学
校

主
催
=
区
、
区
議
会
、

地
元
町
会
な
ど

問
先
=
交
通
計
画

係

　
(
3
8
8
0
)
5
9
3
6

青
少
年
の
た
め
の
演

劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

演
劇
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
新
し

い
自
分
を
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
最
終
回
に
は
発
表
会
を
開
催
し
ま

す
日
時
=
1
9
一
月
1
4
日
・
2
1
日
・
2
5

日
・
2
6
日
・
2
7
日
、
1
月
H
日
・
1
8

日
・
2
5
日
(
全
8
回
)
、
午
前
9
時
～

正
午

講
師
=
山
下
光
治
氏
(
日
活

芸
術
学
院
講
師
)
・
山
下
芳
子
氏

(朗
読
教
室
講
師
)

場
所
=
青
少

年
セ
ン
タ
ー

対
象
=
小
学
校
4
年

生
～
高
校
生

定
員
=
3
0
人
(
抽

選
)

内
容
=
パ
ン
ト
マ
イ
ム
/
朗

読
ほ
か

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
、

「
青
少
年
の
た
め
の
演
劇
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
」
希
望
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
(
学
年
)
、
電
話
番
号
を
明
記

期

限
=
1
2月
3
日
必
着

申
・
問
先
=

青
少
年
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3・0
8
4
1

西
新
井
1
-
4
-
1
7

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

第
6
回
消
費
者
講
座

素
肌
が
喜
ぶ
化
粧
品
選
び

日
時
=
1
2
月
1
7
日
㈹
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
場
所
=
エ
ル
ー
ソ

フ
イ
ア

内
容
=
自
分
の
皮
膚
を
自

分
で
守
る
た
め
の
、
安
全
な
化
粧
品

の
選
び
方

講
師
=

境
野
米
子
氏
(

生
活
評
論
家
)

定
員
=
7
0
人
(
先

着
順
)

申
込
=
電
話

※
保
育
あ

り
(
6

ヵ
月
以
上
の
未
就
学
児
、
先

着
1
5人

、
保
育
申
込
1
2
月
6
日
ま

で
)

申
・
問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ

ー

　
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

女
と
男
の

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

日
時
=
H
月
2
9
日
窗
、
午
後
7
時
～

9
時

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方

内
容
=
聴
覚
障
害
者
で

性
同
一
性
障
害
で
も
あ
る
と
い
う
こ

と
か
ら
向
け
ら
れ
る
い
わ
れ
な
い
イ

ジ
メ
、
偏
見
、
同
情
を
、
持
ち
前
の

フ
ァ
イ
ト
で
乗
り
切
り
自
分
ら
し
く

生
き
る
緒
方
リ
ナ
さ
ん
を
囲
ん
で
の

フ
リ
ー
ト
ー
ク

定
員
=
2
0人
(
先

着
順
)

申
込
=
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス

※
保
育
あ
り
(
6

ヵ
月
以
上

未
就
学
児

、
先
着
1
5
人
)

場
・

申
・
問
先
=
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
　

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2
　
　
　

(
3
8
8
0
)
0
1
3
3

レ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ

2
0
0
2

日
時
=
▽
H
月
2
3
日
出
、
正
午
～
午

後
4
時
▽
2
4
日
闘
、
午
前
1
0
時
～

午
後
4
時

場
所
=
北
鹿
浜
公
園

内
容
=
鉄
道
模
型
の
運
転
展
示
ノ
ビ

デ
オ
放
映
/
鉄
道
模
型
診
断
コ
ー
ナ

ー
/
鉄
道
ミ
ニ
教
室
ほ
か

問
先
=

西
部
公
園
管
理
事
務
所

(
3
8
5
5
)
6
5
2
1

め
ざ
せ
　子
ど
も
一
茶

※
「
俳
句
の
ひ
ろ
ば
羶
」
か
ら
転
載
。
学
年
は
発
表
当
時
の
も
の

い
ち
ょ
う
の
木

む
か
し
の
こ
と
を

聞
き
た
い
な

竹
の
塚
小
学
校

三
年
　
か
わ
さ
き

か
え
で

ろ
て
ん
ぶ
ろ

う
か
ぶ
星
々

手
で
す
く
う

千
寿
第
四
小
学
校

四
年
　

桜
井

穂
乃
香

も
み
じ
の
葉

川
に
流
れ
て

舟
と
な
る

足
立
第
八
中
学
校

二
年
　

佐
藤

美
奈
子

《
評

‥
⑥
の
つ
い
た
句
》

何
百
年
も
生
き
て
い
る
い
ち
ょ
う
の
木
だ
か
ら
昔
の
こ
と
は
何
で
も
知
っ

て
い
る
だ
ろ
う
。
も
し
も
木
の
言
葉
が
つ
か
え
た
ら
、
む
か
し
の
こ
と
を
い

っ
ぱ
い
聞
け
る
の
に
ね
。

炎
天
寺
住
職

吉
野

孟
彦

西保木間 児童館から
のお 知 らせ

落語公演会「地域のつながりの大
切さを落語で」
日時=11月14日南、午後7時30分～
9時 ※子どものみの参加は不可
出演= 林家しん平師匠
みんなであそぼう
障害のある子もない子も、大人も

子 ど も も一 緒 に 遊ぼ
う。 日 時=11 月16

日(土)、午後2 時 ※ 幼

児 は 保 護 者 同 伴 内

容= キ ラ リ ン☆ 王 と

い も煮 会
ー い ず れもー

申 込= 当 日 直接 会場

へ 場・問先=西保木間児童館
3884- 1114

▲ キラリン☆王

掲

示

板

東
京
都
最
低
賃
金
改
正

1
0月
1
日
か
ら
、
時
間
額
は
7
0
8円

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
月
給
制
、

日
給
制
、
時
間
給
制
な
ど
す
べ
て
に

時
間
額
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
問
先
=

東
京
労
働
局
賃
金
課

(
3
8
1
4
)
5
3
1
1

養
育
家
庭
体
験
発
表
会

よ
り
多
く
の
方
に
「
養
育
家
庭
制

度
」
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
体
験
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す

。
日
時
=
1
2月
3
日
脚
、午
後
1

時
3
0分
～
3

時
3
0
分

場
所
=

区
・
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

定
員
=
5
0
人
(
先
着
順
)

申
込
=
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

申
・
問
先
=

都
・
東
部
養
育
家
庭
支
援
セ
ン
タ

ー

　
(
5
2
7
2
)
3
1
8
5
　
　
　

　
(
3
2
0
5
)
7
1
5
8

第
1
1回
ふ
く
ふ
く
ま
つ
り

日
時
=
1
1
月
2
3
日
出
、
午
前
1
0
時
～

午
後
2

時

場
所
=
綾
瀬
福
祉
園

(東
綾
瀬
I
-
2
6
-
2
)

内
容
=

喫
茶
/
模
擬
店
/
作
品
販
売
/
バ
ザ

ー
/
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど

問
先
=

綾
瀬
福
祉
園(

3
6
0
5
)
7
1
8
7

健
康
あ
だ
ち
2
1
「
第
1
5回
区
民
へ

の
健
康
講
座
」

日
時
A
H

月
1
6日
出
、
午
後
2
時

場
所
=
ル
ミ
ネ
北
千
住
7
階
w
I
z

サ
ロ
ン

内
容
=
排
尿
障
害
で
困
っ

て
い
る
方
の
た
め
に

定
員
=
㈲一
人

(先
着
順
)

問
先
=
制
足
立
区
薬

剤
師
会

(
5
8
1
3
)
8
9
3
3

第
8
回
足
立
・
葛
飾
・
荒
川
3
区

合
同
オ
ス
ト
メ
イ
ト
話
合
い
体
験
交

流
会仲

間
同
士
で
体
験
な
ど
を
話
し
合

う
交
流
会
で
す
。
日
時
=
‥
1
1
1
1

一
月
2
4

日
糾
、
午
後
1
時
3
0分
～
4
時

場

所
=
エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア

問
先
=
竹

内

　
(
3
8
5
2
)
1
2
4
8

第
2
回
学
校
公
開
・
親
子
体
験
学

習日
時
=
1
2
月
3
日
吻
、
午
前
9
時
～

正
午

期
限
=
1
1月
2
6日

申
・
問

先
=
都
立
城
北
養
護
学
校

錦
谷

(
3
8
8
3
)
7
2
7
1

自
衛
隊
生
徒
募
集

期
間
=
1
1
月
5
日
～
1
5
年
1
月
7
日
　

(必
着
)

試
験
日
=
1
5
年
1
月
1
1

日
出

対
象
=
1
5
年
4

月
1

日
現

在
、
1
5歳
以
上
1
7歳
未
満
の
男
子

申
・
問
先
=
自
衛
隊
東
京
地
方
連
絡

部
足
立
募
集
事
務
所

(
3
8
8
1
)
8
0
9
6
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足
立
区
で
は
確
か
な
学
力
の
定
着
を
図
っ
て
い
ま
す

習
熟
度
別
学
習

子
ど
も
の
学
習
状
況
に
応
じ
て
、

少
人
数
の
学
習
集
団
を
つ
く
り
、
指

導
を
し
ま
す
。
自
分
の
ペ
ー
ス
に
合

わ
せ
、
じ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て

学
習
し
た
り
、
発
展
さ
せ
な
が
ら
進

め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
特
に
算

数
・
数
学
の
時
間
で
多
く
い
か
さ
れ

て
い
ま
す
。

授
業
時
間
以
外
の
学
習

授
業
の
開
始
前
や
放
課
後
な
ど
に

時
間
を
設
定
し
、
読
書
活
動
や
漢
字

や
計
算
の
習
熟
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
授
業
中
に
分
か
り
に
く
か
っ
た

部
分
の
復
習
や
、
個
別
指
導
も
行
っ

て
い
ま
す
。

読
書
活
動
で
は
、
読
ん
だ
り
調
べ

た
り
す
る
力
を
伸
ば
し
、
心
を
鍛
え

て
、
学
習
へ
の
集
中
力
を
高
め
る
こ

と
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。
反
復

練
習
を
重
ね
な
が
ら
「
で
き
た
≒
分

か
っ
た
≒
じ
っ
く
り
本
を
読
め
た
」

と
自
信
が
つ
け
ば
、
さ
ら
に
、
学
習

意
欲
が
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

各
学
校
で
は
、
こ
の
点
に
留
意
し

て
、
指
導
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
次
の
よ
う
な

取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
学
校
で
は
、
授
業
時
間
の
取

り
方
に
工
夫
を
す
る
学
校
も
あ
り

ま
す
。
学
習
の
内
容
に
応
じ
て
、

授
業
時
間
の
I
コ
マ
を
1
5分
間
に
し

た
り
、
こ
の
時
間
を
組
み
合
わ
せ
た

り
し
て
、
能
率
よ
く
、
ま
た
集
中
し

て
密
度
濃
く
学
習
さ
せ
る
こ
と
を
ね

ら
い
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
で
は
、

選
択
教
科
の
中
に
補
充
的
な
学
習
の

コ
ー
ス
を
置
き
、
分
か
る
ま
で
繰
り

返
し
学
習
を
す
る
学
校
も
あ
り
ま

す
。

Q

確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
さ
せ

る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

で
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て

い
ま
す
か
?

A
新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
は

「
学
力
が
低
下
す
る
の
で
は
な

い
か
」
と
の
心
配
が
、
報
道
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

区
で
は
、
皆
さ
ん
の
学
校
教
育
に

対
す
る
期
待
に
こ
た
え
、
子
ど
も
た

ち
に
真
の
「
生
き
る
力
」

を
育
て
る
た
め
に
、
様

々
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。

各
学
校
で
は
、
確
か

な
学
力
の
定
着
を
図

る
た
め
に
、

①
基
礎
的
・
基
本
的
な

内
容
の
定
着
を
図
る

②
発
展
的
な
学
習
を
行
う

③
学
習
意
欲
を
高
め
る

④
考
え
る
力
や
創
造
す
る
力
を
養
う

⑤
評
価
を
工
夫
す
る

⑥
各
学
校
の
特
色
を
生
か
す

と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
学
習

内
容
や
指
導
方
法
の
検
討
を

行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
に
具
体
策

を
た
て
、
教
育
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

「
基
礎
的

。基
本
的
な
内
容

の
定
着
を
図
る
」
こ
と
は
、

「
生
き
る
力
」
の
基
盤
づ
く

り
を
す
る
う
え
で
最
も
重
要

な
点
で
す
。
具
体
的
な
例
を

い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

問
先
=
教
育
指
導
室

(
3
8
8
0
)
5
9
7
4

図1　 習熟度別学習の実施状況

〈小学校〉 実施している( 46 校)

〈中学校〉 実施している( 21 校)

( 14年6 月現在・教育指導室調査による)

図2　 授業時間以外の学習実施状況

〈小学校〉 実施している( 37 校)

〈中学校〉 実施している( 35 校)

( 14年6 月現在・教育指導室調査による)

区役所へは電車やバス
をご利用ください
11月・12月は、

駐 車 場 が 特 に

混雑します。ご

来庁の際には、

電車・バスなどのご利用をお願い
します。 問先= 庁舎管理係

3880- 5824

小 ・ 中 学 生 の い じ め 相 談

月曜日～金曜日(祝日を除く)、午前9時～午後4時30分

3880- 5577( 教育委員会教育指導室内)

都
市
計
画
に
基
づ
き
用

途
地
域
な
ど
の
見
直
し

を
進
め
て
い
ま
す
①

ー
見
直
し
の
考
え
方
ー

都
か
ら
用
途
地
域
な
ど
見
直
し
の

た
め
、
区
に
対
し
原
案
の
作
成
依
頼

が
あ
り
ま
し
た
。

都
が
示
し
た
指
定
方
針
で
は
、
め

ざ
す
べ
き
地
域
像
と
し
て
、
東
京
圏

全
域
を
五
つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
け
て
、

各
ゾ
ー
ン
別
に
建
ぺ
い
率
、
容
積
率

な
ど
、
指
定
に
際
し
て
の
標
準
的
な

数
値
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
は
、
都
の
指
定
方
針
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
区
の
地
域
特
性
に
応
じ
た

「
足
立
区
用
途
地
域
等
に
関
す
る
指

定
方
針
及
び
指
定
基
準
」
を
作
成
す

る
た
め
、
足
立
区
都
市
計
画
審
議
会

に
て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
、
こ
れ
を
も
と
に
、
土
地
利
用

施
策
に
沿
っ
た
用
途
地
域
な
ど
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ー
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ー

用
途
地
域
な
ど
の
見
直
し
は
表
I

の
と
お
り
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

H
月
下
旬
ま
で
に
、
足
立
区
指
定

方
針
・
基
準
を
策
定
し
、
1
5年
2
月

中
旬
ま
で
に
、区
の
素
案
を
作
成
し
、
1
5

年
3
月
に
説
明
会
を
開
催
す
る
予

定
で
す
。
1
5年
5
月
下
旬
に
改
正
原

案
を
確
定
し
、
7
月
4
日
ま
で
に
都

へ
区
原
案
を
提
出
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
土
地
区
画
整
理
事
業
を
施

行
す
べ
き
区
域
に
つ
い
て
は
、
今
回

の
用
途
地
域
な
ど
の
見
直
し
と
合
わ

せ
て
、
地
区
計
画
の
原
則
に
基
づ
き

整
備
計
画
案
を
提
案
し
、
新
し
い
建

ぺ
い
率
・
容
積
率
を
指
定
で

き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
　

原
案
作
成
の
過
程
で
、
素

案
を
作
成
し
ま
す
。
素
案
づ

く
り
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
か

ら
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
内
容
=
手
紙
・
(

ガ
キ
ー
フ
ァ
ク
ス
に
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
「
㈲
～
に
つ
い
て
」
を
明

記

期
限
=
1
2月
1
0日

申
・
問
先
=
都
市
計
画
課
都

市
計
画
調
整

(
3
8
8
0
)
5
9
3
2

(
3
8
8
0
)
5
6
0
5

今
後
も
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
説

明
会
な
ど
で
適
時
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
な
お
、
次
回
は
あ
だ
ち
広
報
一
1
1

月
2
5日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

表1　 用途地域などの見直しスケジュール

※用途地域の見直しは、地区計画策定の見通しが今年中にまとまっていることが前提になります

スケッチあ だち
ま ち の 情 報 ・話 題 を お 待 ち し て い ま す 。 問 先= 広 報 係 　3880- 5815

驚い た!
笑った!

食べ た!

1
0月
5
日
・
6
日
、
北
千
住
西
口
の
商

店
街
で
「
千
住
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
フ
ェ
ア
」

が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
が
千
住
の
ま
ち
を

大
い
に
楽
し
み
ま
し
た
。

4
ヵ
所
に
わ
か
れ
た
会
場
で
は
、
1
3組

の
大
道
芸
人
が
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
や
コ
ミ
カ

ル
な
演
技
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披

露
。
ま
た
世
界
の
料
理
の
屋
台
な
ど
も
出

店
さ
れ
、
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

▲ なんと口で…

▲ ジャンプー番!

▲ さあ、キャッチできるかな?!

A- Fest a2002
1
0月
1
2日
・
1
3日
、
荒
川
河
川
敷

虹
の
広
場
で
区
民
ま
つ
り
が
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

区
制
7
0周
年
記
念
で
作
ら
れ
た
大

花
壇
の
花
は
、
当
日
、
大
勢
の
方
に

配
布
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
舎
人
、
鹿
浜
両
住
区
セ
ン

タ
ー
か
ら
会
場
ま
で
、
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
が
今
年
初
め
て
運
行
し
、
皆
さ
ん

に
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

あ
だ
つ
ち
ボ
ー
ル
で
は
、

各
チ
ー
ム
白
熱
し
た
試
合
を

展
開
。
優
勝
は
「
チ
ェ
リ
ー
」
(

中
央
本
町
地
区
)
で
し
た
。

▲ 大花壇の花は、区内の農家で栽
培された花々で飾られました

呵 譖l S
みんな来てくれて
ありがとう! !

▲ チャップンの大冒険大抽選会
で、みごと1 等10万円を獲得! !

▼ つくばエクスプレスが通る橋り
ょうウォーク

大行列ができた
玉ノ井部屋の
「ちゃんこ鍋」

古紙配合率75% 再生紙を使用しています M. F　286, 100


